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都
会
の
「窯
元
」
と
し
て
の

存
在
価
値
を
求
め
て

筑
前
黒
田
藩
御
用
窯
元
本
家
高
取
焼

‐５
代

亀
井
味
楽

高
取
焼

の
変
遷
を
辿
る
と
非
常

に
複
雑
で
未
だ
に
解
き
明
か
さ
れ

て
い
な

い
未
知
な
部
分
が
多

い
。

１
６
０
６
年
直
方
で
開
窯
し
、
飯

塚
市
そ
し
て
東
峰
村
を
経
て
黒
田

藩
の
お
膝
元
で
あ
る
こ
こ
福
岡
市

高
取
の
地
に
根
を
下
ろ
し
て
３００
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
そ
の
間

こ
の
地
も
発
展
を
遂
げ
今
で
は
高
級
住
宅
街
と
な

っ
て
し
ま

っ

た
。
市
の
条
例
に
よ
り

「登
り
窯
」
を
焚
く
こ
と
も
今
や
困
難

で
あ
る
。
こ
の
登
り
窯

の
基
礎
は
１
７
０
０
年
代
の
物
。
明
治

時
代
に
基
礎
を
生
か
し
た
ま
ま
上
間
だ
け
を
築
き
直
し
た
と
先

代
父
よ
り
聞
か
さ
れ
て
い
る
。
窯
元
を
訪
れ
た
多
く
の
有
識
者

そ
し
て

一
般
市
民
の
方
々
は

「文
化
財
」
の
価
値
が
あ
る
と
口

を
揃
え
て
言
わ
れ
る
。
こ
の
地
を
手
放
し
田
舎
で
作
陶
す
る
事

は
容
易
で
あ
る
が
、
や
は
り
先
祖
代
々
引
き
継
が
れ
て
き
た
こ

の
地
で
作
陶
を
続
け
る
事
が
私
１５
代
の
使
命
で
あ
ろ
う
と
痛
感

し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
「高
取
焼
」
と
名
乗
る
窯
元
は

多
く
存
在
す
る
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
４００
年
も
の
間
、
綿
々
と

続

い
て
き
て
い
る
窯
元
は
我
が

「味
楽
窯
」

一
軒
で
あ
る
。
そ

の
歴
史
の
重
さ
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に
な
る
事
も
多
々
あ

っ
た

が
、
‐６
代
継
承
者
で
あ
る
息
子
久
彰
の
為
に
も
こ
の
地
で

「都

会
の
窯
元
」
と
し
て
の
存
在
価
値
を
行
政
の
助
言
も
頂
き
な
が

ら
確
立
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
都
会
の
ど
真
ん
中
に
存
在
す

る
登
り
窯
。
こ
の
様
な
景
観
は
日
本
全
国
探
し
て
も
中
々
無

い

で
あ
ろ
う
。
「窯
元
」
と
言
え
ば
山
奥
の
円
舎
を
想
像
す
る
が
交

通
の
便
が
悪

い
こ
と
も
否
め
な
い
。
こ
の
高
取
焼
の
地
の
立
地

条
件
を
考
え
る
と
都
心
か
ら
市
営
地
下
鉄
を
使

い
１５
分
、
こ
ん

な
ア
ク
セ
ス
の
良

い
窯
元
も
珍
し
い
で
あ
ろ
う
。
「都
会
の
窯
元
」

と
し
て
最
高
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る
。
今
後
は
福
岡
市
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
に
於

い
て
も
、
伝
統
文
化
に
強

い
関
心
を

持

つ
外
国
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
頂
く
よ
う
尽
力
し
地
域
の
活

性
化
に
も
繋
が
る
よ
う
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
う
。

勿鰺
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福岡城市民の会会員  璧釘||,表男
在 りし日の福岡城、その建物の姿は古写真や現存している櫓、門から推察されま

す。その特徴としては、白漆喰塗りの外壁。木製化粧仕上げの軒裏とその鼻隠し板。

軒先の本製方杖と出桁 (だ しげた)や、軒下の雨がかかる外壁腰部分の (漆喰壁よ
り耐候性のある)下見板張り腰壁に柿渋に墨を混ぜて塗った焦げ茶色。そして白漆
喰塗りの張り出し格子窓などです。このように用と美を兼ね備えた外観は自色と焦

げ茶色 (黒色)の シンプルな二色のみで全体は構成されています。質素倹約を重ん
じた黒田家の精神性を形にすることで、黒田長政と文化人でクリスチャンでもあっ

た父如水との感性のもとに禁欲的なまでにデザインされ、その格調の高い均整のと

れたエレベーションは石垣と美しく調和して、別名舞鶴城と呼ばれて当時はその端

正な姿を誇っていたことでしょう。

【本丸表御門】

武具櫓(黒田別邸に移築後の古写真)

朝四つ (午前10時頃)、 本丸表

御門では時打櫓で連打する太鼓の

開門合図の中、正装の家臣たちが

続々と登城していきます。何やら

仕事の話や、暉話など情報交換を

しながら門をくぐっていきます。

東御門は西向きに造られ、家臣は

門を潜って朝日に向かって大階段

を登って、いつも清々しく登城す

るように構えられています。

本丸御殿では中でも役方 (事務

畑)につ く侍は主に行政、司法、
財政など、お役所仕事に従事して

いました。城勤めは「四つ上がり
家臣登城の情景 室川康男 画

の八つ下がりJと いって、朝、四つから4時間働いて八つ (午後 2時頃)には太鼓合図とともに退城します。登城日は「三
日勤めJと 言い、二日勤めて一日休み。かつ一日4時間労働とは、お城勤めは楽のように見えますが、退城してからは
城下で町奉行や寺子屋の仕事など遅くまで働いていました。お侍も結構忙しかったようです。

登城ルートは、それぞれ城内の家老屋敷から、東御門～二の丸～扇坂御門を経由して、または松本坂御門を経由して

表御門を潜り、大石段を登って本丸に登城します。また城下からは上中級家臣が上ノ橋御門、下ノ橋御門～東御門を経

由して登城します。本丸表御門は城主と家臣や賓客の登城のためにもっぱら使われていました。

表御門は明治42年消印の絵葉書でわかるように櫓門です。2階の窓は突き上げ窓で、内側に漆喰塗りの格子窓がつい
ていました。いざという時はここからも鉄砲、弓矢で攻撃ができるようになっています。二の丸は今は梅林となっていて、

早春には紅自の梅の甘い香りがあたリー面に漂っています。往時の二の丸御殿でも籠城時の備えとして梅 (梅干し用)
がオ直えられ、甘い梅香の風が吹いていたことでしょう。

なお表御門は大正 7年 (1918)に 崇福寺 (博多区千代町)の 山門として改造移築され、県の文化財として保存されて
います。

多聞櫓

二の丸梅林から見た表御門跡の石垣 古写真 (時櫓の石垣の向こうに表御門) 崇福寺山門
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明
治
に
活
躍
し
た
福
岡
藩
の
先
人
た
ち

筵療
沐
賽

「金
子
堅
太
郎
」

明
治
維
新
籟
福
岡
轟
身
の
人
物
は
い

な
い
と
言
纂
ま
す
が
、
そ
れ
鐵
本
轟
で

し
よ
う
か
。
最
後
の
殿
種
と
呼
ば
れ
る

黒
議
長
藩
公
議
身
も
乙
量
の
徹
で
優
秀

な
入
材
を
失

っ
た
こ
と
を
艤
や
ん
て
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
ｃ
し
か
し
覇
治

中
難
、
政
府
や
経
済
界
で
鸞
躍
し
た
経

羅
量
の
ご
と
く
多
士
溝
々
な
人
た
ち
が

い
ま
し
た
。
彼
ら
の
多
く
は
異
輝
公
が

饉
澱
藩
の
英
摯
違
篭
海
外
鍵
警
学
さ
せ

た
人
靱
通
で
す
。
今
璽
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
や
０
人
物
た
ち
を
紹
介
し
た
絲
と
思

ひ
ま
す
。

金
子
堅
太
郎
は
嘉
永
６
年

（１
８
５
３
）
鳥

飼
村
に
生
ま
れ
、
足
軽
の
身
分
で
し
た
が
幼
い

と
き
か
ら
秀
才
で
正
木
昌
陽
塾
で
学
び
９
歳
で

藩
校
修
猷
館
に
入
学
、
後
に
秋
用
の
種
古
館
、

東
京
の
昌
平
単
校
で
単
ん
で
い
ま
す
。

明
治
４
年
、
黒
田
長
知
公
が
岩
倉
使
節
団
に

加
わ
る
時
、
随
行
員
と
し
て
長
薄
公
が
選
ん
だ

の
が
元
藩
士
金
子
堅
太
郎
と
団
琢
磨
の
２
名
で
、

堅
太
郎
１９
歳
の
時
で
す
。
堅
太
郎
は
終
生

「自

分
の
３
日
が
あ
る
の
は
長
薄
公
の
お
陰
」
と
感

謝
し
て
い
ま
し
た
。
堅
太
郎
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
で
法
律

皇
円
法
　
国
際
法
を
専
攻
し
、
優
秀

な
成
績
を
修
め
ま
し
た
。
同
級
生
に
後
の
第
２６

代
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
な
る
セ
オ
ド
ア
　
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
が
い
ま
し
た
。

堅
太
郎
に
は
大
き
な
功
績
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
伊
藤
博
文
の
も
と
大
日
本
帝
国
憲
法
を

起
草
し
た
こ
と
で
す
。
丼
上
毅
、
伊
藤
巳
代
治

と
堅
太
郎

の
３
名
が
憲
法
起
草
委
員
で
し
た
。

そ
の
後
も
伊
藤
内
閣
で
農
商
務
大
臣
、
司
法
大

臣
を
歴
任
し
ま
し
た
。

二
つ
め
は
日
露
戦
争
で
の
活
躍
で
す
。
日
本

は
日
本
海
海
戦
に
勝
利
し
た
も
の
の
国
晉
一が
底

を

つ
き
戦
争
継
続
が
困
難
で
し
た
。
ロ
シ
ア
も

革
命
運
動
の
国
内
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
渡
米
し
た
堅
太
郎
は
友
人
の
セ
オ
ド

ア
　
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
大
統
領
を
動
か
し
、
ア
メ

福
岡
城
市
民
の
会
ガ
イ
ド

隈

本

　

泰

幸

リ
カ
の
伸
裁
で
ボ
ー
ツ
マ
ス
講
和
会
議
が
開
か

れ
ま
し
た
。
日
本
の
金
権
大
使
は
小
村
寿
太
郎

（宮
崎
県
出
身
）
で
、
実
は
彼
も
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
の
同
窓
で
し
た
。

堅
太
郎
の
福
岡
愛
も
大
変
な
も
の
で
、
修
猷

館
の
復
興
、
宮
営
八
幡
製
鉄
所
の
建
設
、
九
州

大
学
の
誘
致
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
晩
年
は
修

猷
館
に
来
て
講
演
す
る
の
が
好
き
だ

っ
た
よ
う

で
帝
国
憲
法
起
草
や
日
露
戦
争
の
話
を
後
輩
に

し
た
そ
う
で
す
。

最
後
に
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

ま
す
。
留
学
時
代
、
友
人
の
伊
沢
修

二

（後

の

東
京
音
楽
単
校
校
長
）
と
電
話
を
発
明
し
た
ベ

ル
を
訪
ね
た
そ
う
で
す
、
ベ
ル
は
喜
ん
で
電
話

実
験
に
二
人
を
参
加
さ
せ
ま
し
た
。
伊
沢
は
信

州
人
だ

っ
た
の
で
、
世
界
で
初
め
て
電
話
で
外

国
語
を
話
さ
れ
た
の
は
日
本
語
で
、
そ
れ
も
博

多
弁
と
信
州
弁
の
会
話
だ

っ
た
と
い
う
説
が
あ

り
ま
す
。

金
子
堅
太
郎
は
昭
和
１７
年
５
月
１６
日
一水
眠
、

８９
議
の
人
生
で
し
た
。

博
多
ど
ん
た
く
は

「松
囃
子
」
を
起
源
と

す
る
８４０
年
余
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
．
江
戸
時

代
で
は
、
博
多
商
人
た
ち
が
年
に

一
度
、
正

月
行
事
の
お
祝
い
と
し
て

「松
囃
子
」
を
仕

立
て
て
、
福
岡
城
内
に
入
り
藩
主
に
表
敬
を

お
こ
な

っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
福
岡
城
内

（西
広
場
）
に
福
岡
城

演
舞
台
を
設
置
し
ま
す
。
４
日
に
は

一
六
代

当
主
黒
円
長
高
様
を
お
迎
え
し
て
、
稚
児
舞

に
ヨ

束

一
本
」
の
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
下
之
橋
御
門
で
は
歴
史
あ
る

「松
囃

子
」
を
仕
立
て
た
三
福
神
が
、
当
主
長
高
様

の
前
で
次
々
に
お
祝
い
の

ク祝
う
た
～
″
と

「
一
束

一
本
」
が
行
わ
れ
ま
す
ｃ
ぜ
ひ

一
度

ご
覧
に
な
ら
れ
ま
せ
ん
か
．

福
岡
城
演
舞
台
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
　
　
　
一

５
月
３
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

午
前

・
・
市
民
ど
ん
た
く
隊
演
技
　
　
　
　
　
　
　
一

午
後

・
・
高
校
生

・
大
学
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ

５
月
４
日

午
前

・
・
黒
田
藩
博
柳
生
新
影
流
四
方
祓
い
　

　

．

稚
児
流
れ

（稚
児
舞
）
子
ど
も
に
わ
か
　
一．

下
之
橋
御
門
に
て
お
迎
え
　
　
　
　
　
・一
．

（１１
時
１５
分
～
半
頃
）
　
　
　
　
　
　
　
一

午
後

・
・
大
学
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ

５
月
５
日
～
６
日
キ
ッ
ズ

・
ジ
ュ

一ア
の
ス
テ
ー
ジ
　
　
　
一

西
広
場
で
は
食

の
イ
ベ
ン
ト

「超
カ
レ
ー

グ
ラ
ン
プ
リ
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
ｃ

ふ
る

っ
て
遊
び
に
お
越
し
く
だ
さ

い
っ



歴
史
、
自
然
、
文
化
な
ど
生
活
を
彩
っ
て
き
た
福
岡
城
と
そ
の
城
下
町
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
「福
岡
城

・
城
下
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
穴
主
催
∴
桐
実
行
委
員
会
）
の
審
査
が
４
月
３
日

行
わ
れ
、
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
１３
日
に
は
、
大
央
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
１
週
間
、入
賞

・
入
選
作
品
１９
点
が
同
ホ
ー
ル
で

一
般
市
民
の
方
々
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
目
の
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
舞
鶴
公
園
や
大
濠
公
園
の
中
で
撮
影
さ
れ
た
彩
り
鮮
や

か
な
写
真
や
、
確
か
に
城
下
町
の
趣
を
発
見
し
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
る
写
真
な
ど
、
秀
作
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
作
品
は
、
実
行
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ
，
一｛ｏ
∽
ミ̈
Ｅ
妥
Ｅ
ぉ
一‐０
，
ｏ
｛ｏ
０
０
５
８
Ｂ
じ

な
ど
で
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
賞
者
は
、次
の
皆
さ
ん
で
す
。
（敬
称
略
）お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ａ
福
岡
城
「彩
」
発
見
部
門
　
大
賞

平
井

精

一
「緑
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
」

Ｂ
城
下
町
「再
」発
見
部
門
　
大
賞

永
沼

あ
ま
ね
「後
光
」

特
別
賞
　
大
央
賞

小
山

聖
月
「鮮
や
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

入
賞
／
濱
咲
　
誠
、
後
生
川
東
志
海

平
田
　
俊
、
藤
島

正
稔
、
高
鷹

春

一

津
田
博
文
、
田
口
由
美
子

入
選
／
福
澤

歩
実
、
橋
野
芳
治
、
谷
中

博
文

小
川

衣
里
、
甲
斐

満
男
、
河
津

一
郎

高
尾
昌
之
、
浪
瀬

彩
加

第竃鑽爾 橿財麗豊畿蠅覇鸞大学

受講者募集 !

第12期 (2019年度)の福岡歴史観光市民大学は、受講者の募集を開

攻台しました。

幅広いテーマと一流の講師陣で、毎年多くの方々に好評の講座です。

講座期間 :7/1(月 )～ 11/18(月 )の毎週月曜日10時～12時

(8/12を除く。祝日にあたる場合は、火曜日)

受 講 料 :13,000円 (市民の会会員は11,000円 )

募集期間 :6/20まで。先着 120名の定員に達した場合は、

その時点で締切り。

予定されている講義テーマと講師 (敬称略)は次の通り。

全20回のコースで 単日参加はお受けできません。興味のある方は、

市民の会事務局 (電話092‐716‐3238)に詳細をお尋ねください。

向
NPO法人 :福岡城市民の会
〒8]O―O042
福岡市中央区赤坂 1-12-15

読売福岡ビル7階

丁EL 092-716-8238    ‐
FA× 092-716-8254
[HPアドレス]
http://fukuoka10kOrokan info

[E―ma]
staff@fukuokalokOrokan info

[デザイン印刷]城 島印刷株式会社

福岡城市民の会   検表

■
新
規
・会
員
募
集
　
　
一　

．●

福
岡
城
市
民
の
会

の
会
員
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

年
４
回
発
行
の
「福
岡
城
だ
よ
り
」
を
始
め
、

歴
史
観
光
市
民
大
学
の
講
義

・
福
岡
城
内

の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
勉
強
会
な
ど
で
、
福
岡
の

歴
史

・
郷
土
愛
を
ご

一
緒
に
深
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
ご
人
会
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

春
号
か
ら
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
意
外
と
知
ら

れ
て
い
な
い
明
治
維
新
後
の
福
岡
藩
士
達
の
活

躍
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
こ
ん
な
方
が
身
近

に
・
・
と
新
し
い
発
見
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

今
回
の
表
紙
は
福
岡
城
東
御
門
の
石
垣
を
背
景

に
撮
ら
れ
て
い
ま
す
。
福
岡
城
内
の
敷
地
に
残
っ

て
い
る
多
く
の
石
垣
と
桜
、
春
爛
漫
の
季
節
で

す
。
ソ
メ
イ
ョ
ン
ノ
か
ら
枝
垂
桜
、
人
重
桜
、
一謄
、

菖
蒲
と
次
々
に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
歴
史
の
詰

ま
っ
た
福
岡
城
内
を
お
花
と
共
に
散
策
し
て
は
い

か
が
で
す
か
。

「全
栗
四
二
の
ふ
る
さ
と
。
三
名
」
を

６
月
１
日
（土
曜
日
）

８
時
　
天
神
日
銀
横
（受
付

一
７
時
４０
分
よ
り
）

■
１
、
０
０
０
円

昼
食
■
回
（玉
名
市
　
ホ
テ
ル
し
ら
さ
ぎ
）

３０
名
天
神
（８
時
）
＝
基
山
Ｐ
Ａ
＝
南
関
Ｉ
Ｃ
＝
大
津
山
城
跡
‐
（車
窓
）
＝
金
栗

四
一一生
家
＝
田
中
城
跡
（車
窓
）
＝
金
栗
四
キ
ュヽ
ー
一ン
ア
ム
ーー
（昼
食
）
＝

金
栗
四
二
住
家
・資
料
館
＝
い
だ
て
ん
大
河
下
ラ
マ
館
＝
道
の
駅
き
く
す
い

＝
菊
水
Ｉ
Ｃ
＝
基
山
Ｐ
Ａ
＝
天
神
（午
後
７
時
）

福
岡
城
市
民
の
会
バ
ス
ツ
ア
ー
担
当
　
野
田
弘
信

申
込
及
び
お
問
合
せ
　
（株
）西
日
本
新
聞
旅
行
担
当
　
岡
崎

Ｉ
　
０
９
２
‐７
１
１
‐５
５
「
８
　
鳳
一
〇
９
２
‐７
１
１
‐１
９
６
９

導
轟
灘

導
六
糠

翠
毒
藝

萎
藝
轟

華
華
華

導
攣
轟

２
０
１
９
年
度

福
岡
城
市
民
の
会
歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

″

① アジアの中の港市・中世博多 伊藤 幸司

② 博多祗園山笠 伝統と明日 松尾 孝司

③ 筑前琵琶で語る九州戦国史 寺田 蝶美

④ 宗像族と阿曇族 西谷  正

⑤ 九州の近代化産業遺産 有馬  学

⑥ 九州の陶磁器 鈴田由紀夫

⑦ 邪馬台国論争の行方 榊原 英夫

③ 福岡の黄栄宗寺院・千眼寺の歴史と文化財 楠井 隆志

⑨ 観光客お国事情 千  相哲

⑩ 古代の街道をゆく一ローマ街道・秦直道から古代官道まで 石井 幸 孝

① 筑後国―宮 高良大社 竹間 宗麿

⑫ 福岡における装飾古墳の世界 L本寸 靖徳

⑬ 福岡 (博多)の行事食 松隈 紀生

⑭ 明治期東京で活躍した福岡人 石瀧 豊美

⑮ 天神さまの美術 森賞久美子

⑩ 仙厘 ―無法の禅画― 中山喜―朗

⑦ 福岡藩の支配制度 田坂 大蔵

⑬ 考古学から見た朝鮮半島と九州の関係 白井 克也

⑩ 能楽と大名 塩津 圭介
⑩ 曼茶羅 錦織 亮介


